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頁 訂正箇所 誤 正 

124 下から１１行目の枠の中 
システムの統合には、  の 意が必

要である 

システムの統合には、細心の注意が必

要である 

126 １0 行目の枠の中 

異なるレベルのシステム統合の際は、

必要な機能とコストを比較して 定す

る 

異なるレベルのシステム統合の際は、

必要な機能とコストを比較して決定す

る 

126 下から 6 行目の枠の中 
段階的統合は、将来 を明確にしてシ

ステムを検討する 

段階的統合は、将来像を明確にしてシ

ステムを検討する 

187 
図-4.3.1 右上部 

経時保全の説明 

予定の累積動作時間に達した時にで行

う予防保全 

予定の累積動作時間に達した時に行う

予防保全 

187 
図-4.3.1 中央部 

状態監視保全の説明 

故障や劣化傾向などを検出する装置な

どで、が設備などのサド状態を常時監

視することによる予防保全 

故障や劣化傾向などを検出する装置な

どで、設備などの作動状態を常時監視

することによる予防保全 

217 3 行目 ～、厚生労働省より表-4.4.3 のとおり ～、厚生労働省より表-5.2.1 のとおり

233 6 行目 5.2.4 システムのセキュリティ対策 5.3.4 システムのセキュリティ対策 

 


